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自閉症児者の状態を捉える相談支援者の視点
―発達障害者支援センター職員に対する質問紙調査を通して―
松 山 郁 夫
Recognition of Consultation Staff for the Condition of Children and
Adolescents with Autism: From a Questionnaire Survey of the
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表2．自閉症児者の状態に対する意識の度合いについての因子分析結果 n＝141
質問項目 第1因子 第2因子 第3因子
第1因子「状況把握の困難さ」
9．状況によって変化する物事の関連をとらえることが難しい ．863 ．099 －．132
8．周囲の雰囲気を感じとれない ．811 －．078 ．076
10．人と適切な距離がとることが難しい ．666 ．019 ．072
18．相手の意図がよめないこと ．574 －．120 ．339
15．周囲の状況を理解するのが難しいこと ．550 ．023 ．285
7．表情や身振りなどの意味を理解することが難しい ．490 ．354 －．059
第2因子「適応行為の困難さ」
1．自分の意思を表すのが難しい －．184 ．901 ．131
2．感情を表現することが難しい －．132 ．814 ．168
6．言葉の意味を理解することが難しい ．243 ．514 －．058
3．ある場面で学習したことを他の場面で応用することが難しい ．448 ．504 －．181
5．困ったときに周囲の人に助けを求めることが難しい ．107 ．470 －．002
4．必要な情報を選ぶことが難しい ．367 ．448 －．081
第3因子「コミュニケーションの困難さ」
20．一方的に話すこと ．098 ．041 ．756
14．独り言やおうむ返しが多いこと ．028 ．086 ．720
13．視線が合いにくいこと －．153 ．045 ．718
16．コミュニケーションが一方的なこと ．224 －．046 ．679
表3 自閉症児者の状態に対する意識の度合いについての分散分析の結果
区 分 平方和 自由度 平均平方 Ｆ値
状 態 38．717 2 19．358 101．576*
被調査者 123．142 140
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